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　総会終了後、米沢市長よりあいさつを兼ねて近況報告がなされました。
　主な内容は、4月から放送が始まったNHK連続テレビ小説「なつぞら」で、
柴田泰樹役を演じる俳優の草刈正雄さんとの新春対談（広報おびひろ平成31年
1月号）、冬のまちなかを温かく彩る「まちなかイルミネーション」、米沢市長も
市長役として参加した帯広市民バレエ「コッペリア」、益々重要となる高速道路
4車線化に向けた要請活動（その後政府が予算化！）、帯広開拓の
祖である依田勉三の故郷、松崎町との開拓姉妹都市締結40周年、と
かち財団が主催した「とかち×神奈川ビジネス交流会」、生涯学習
かみしほろ塾での講演、十勝の観光を促進する「韓国へのエアポー
トセールス」、平成31年度の帯広市の予算、十勝管内JA役員研修会
での講演、「十勝ヨーグルトプロジェクト」の記者発表会などです。

　「米沢のりひさ連合後援会（会長　有塚利宣）」並びに、資金管理団体の「とかち幸せきっとね会（会長　
竹田晴司）」の通常総会が去る2月26日に、約100名の会員の皆様にご参加をいただき、市内のとかち館
で開催されました。
　主催者を代表して有塚会長、竹田会長のあいさつの後、平成
30年事業報告、決算報告、会計監査報告、並びに平成31年事
業計画案と収支予算案について審議され、全ての議案が提案の
とおり承認されました。
　また、今年は両組織で任期満了による役員改選も行われまし
たが、有塚会長並びに竹田会長以下、全役員が留任されました。
（一部、欠員補充あり）
　有塚会長は挨拶の中で「中立的な『市民党』としての王道を
歩んでもらいたい。」と述べ、役員改選では、金澤会長代行よ
り「組織強化のため今後、役員を補充していきたい。」との説
明もありました。
　平成31年の主な事業は、引き続き市長が掲げる「一党一派
に偏しない市民党」と同様の姿勢であることを確認し、「会員
拡大・組織強化」、「きっとね！まちづくり報告会」の開催、
「きっとね！年末交流会」の開催、会員の皆様に情報をお届け
する「きっとね！通信」の発行を行うこと等であります。
　総会にご出席された皆様、大変ありがとうございました。
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市長より挨拶と近況報告がありました

連合後援会・幸せきっとね会の総会を開催しました



●市長が、市政の取り組みをお伝えする「まちづくり報告会」の日程が決まりました。
　後日役員の皆様からご案内するほか、後援会事務所（0155－26－7100）でも、当日の会券を取り扱い
ます。また、当日直接会場にお越しいただいても結構です。新聞紙上でもご案内の予定です。
●この催しは、政治資金規正法第8条の2に規定するパーティーです。

◆日　時　　7月23日㈫　午後6時30分～
◆会　場　　北海道ホテル　2F（帯広市西7条南19丁目1）
◆会　費　　１，０００円
◆主　催　　米沢のりひさ連合後援会・きっとね！まちづくり報告会実行委員会

「2019 きっとね！
まちづくり報告会」の開催決定

「なつぞら」と「フードバレーとかち」の話
　「令和」になって、一か月が経過しようとしています。希望に満ちた明るい未来を予感させるとても
良い元号になったと思います。
　十勝を舞台に繰り広げられている、NHKの連続テレビ小説「なつぞら」ですが、「平成」と「令和」
を繋ぎ、朝ドラ100作目の節目の作品で、毎日放送を楽しみにしています。「なつぞら」は、メディア
など様々な形で取り上げられ、関連商品の開発販売、北海道物産展などでのメインテーマ、航空機のラ
ッピングなど、大きな盛り上がりとなっています。今「なつぞら」は、十勝PRの主役とも言え、今後
に大きな期待を感じます。

　「なつぞら」では十勝農業も大変大きな位置づけですが、搾乳のシーンも
ある牛乳と関連する話題として、今年2月に米沢市長が共同記者発表した
「十勝ヨーグルトプロジェクト」があります。十勝で見出された新乳酸菌
「十勝ミルク乳酸菌TM96」を使用したヨーグルト製品が3月から発売され
ています。あすなろファーミングの「まいるど飲むヨーグルト」、十勝野フ
ロマージュの「十勝野ヨーグルト」、明治の「明治北海道十勝濃厚マイルド
ヨーグルト」の3種ですが、皆さんはもう味わいましたか？十勝発のヨーグ
ルト、みんなで盛り上げたいですね。

　米沢市長が、初当選したときから公約に掲げ取り組んできたのが、「フードバレーとかち」です。管
内19市町村が一体となって、地域の活力づくりや安全・安心な暮らしづくりを目指す地域成長戦略で
すが、これも十勝が有する強みである農業無しでは進めることが出来ないものです。今や日本国内はも
とより世界からも注目され、米沢市長は、国内外と飛び回り「フードバレーとかち」に関係する講演な
どを行っています。昨年11月には、十勝と同じフードバレーを政策に掲げ、
地域産業の振興を目指しているマレーシアを訪れ、取り組みを紹介してきまし
たが、その内容が北海道経済団体連合会（道経連）の会報（最新号）の巻頭で
取り上げられています。会報は1,200部発行され、自治体、官公庁などにも配
布され、北海道経済における道経連の活動を考えると、「フードバレーとかち」
を推進する米沢市長が高い評価を得ていることを改めて感じることができます。
　米沢市長のさらなる活躍を願い、後援会としても会員各位のご協力をいただきながら、後援会活動を
推進してまいりたいと考えています。皆様、よろしくお願いいたします。

きっとね!
■会からのお知らせ


